
 
 
 
 
 
 
 

安心・安全な給食指導のための 

「摂食指導」 

 

令和２年 12 月 北海道立特別支援教育センター 

 児童生徒にとって、毎日の食事は栄養を取り込み成長するために欠かすことができ

ません。美味しく楽しみながら食べることは、人とのコミュニケーションを含め、心身

ともに健やかな育成を図るためにも重要です。 

 障がいのある児童生徒の学校給食は、教師が児童生徒に安全で安心して食べるため

に必要な支援を実施することが重要です。障がいのある児童生徒は、「摂食嚥下機能（

食べる、飲み込む機能）」に課題があることがあります。「摂食嚥下障害」は食べること

ができないという機能の問題にとどまらず、誤嚥性肺炎の原因となるほか、窒息の危険

性など、児童生徒の生命に影響を及ぼします。このようなことを起こさないために、環

境設定や姿勢、食形態、介助法など実態に合わせた専門的な手立てが必要となります。 

 これらのことを踏まえて、当センターでは、2019年度「特別支援教育摂食実技研修講

座」を実施しました。道立特別支援学校の児童生徒に、給食指導場面での的確な摂食指

導を実践するため、自立活動教諭を中心として、受講者がリハビリ小児科医師や歯科医

師による講演で総論を学んだ後、摂食実技研修にて各論や評価の手立て、技術を学びま

した。 

 

 その中から、安心・安全な学校給食のための「摂食指導」に関する基本的な考え方や

対応等についての要点を紹介します。日々の給食指導場面で、参考にしていただけたら

幸いです。 

※なお、本リーフレットは北海道真駒内養護学校の皆川悦子自立活動教諭の協力を得

て作成しています。 
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給食指導の困りごと 

内容の

整理 

児童生徒の実態把握（摂食嚥下機能、知的面、食に対する意欲等）に基づいて、以下の

点で対応します。 

 

１ 食事姿勢の設定（全身状態、病態像の理解） 

２ 食形態（摂食嚥下機能に基づいての選定） 

３ 食具や介助法（機能を引き出す食具と介助の技術） 
４ やり取りやコミュニケーション面に配慮した関わり 

 ＜摂食機能に配慮した給食指導のために＞ 

１ 食事姿勢の設定 
反り返る、椅子からお尻がずれる、首が不安定であるなど

の坐位姿勢についての課題は、食事姿勢を設定する上でも多

くの配慮が必要となります。 

身体に合わせた椅子を使用し、「食べやすい姿勢」の設定について配慮を行います。 

姿勢が整うことにより、食

べる動き（口腔の動きと嚥

下）を引き出します。 

○股関節屈曲 

○体幹の保持 

○頭部、頸部の安定 

○適切な筋緊張 

やや顎を引く姿勢

をとる。頭部と頸

部の安定性を基盤

として口腔の運動

性を引き出す。（嚥

下しやすいように

咽頭スペースを確

保する。顎を引く

程度は個別によっ

て異なる。） 

股関節の適度な屈曲により、体幹の安定性を図る 

・むせる 

・食形態が合っているか 

・噛んでいるか分からない 

・眠ってしまう 

・給食中の発作 

・介助法や食具 

児童生徒の状態 

１ 児童生徒の課題 

 身体（姿勢など）、体調、気持ち 

２ 教師の課題 

  実態把握と摂食に関する基礎知識 

３ 環境 

 場所、場面、人 

考えられる課題 
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